
　企業を取り巻く競争環境が一層厳しくなるなか，M＆Aは事業の規模拡大やコストシナジーの創出など
様々な目的で行われており，その件数は増加傾向にある。確かにM＆Aは，当初の目的を達成できれば，
企業の競争力を高め，マーケットで生き残るための有効な手段であることに異論はないだろう。しかし，
想定していたシナジーを生み出せないケース，もしくは最悪の場合，M＆A実行後の組織における業務に
混乱を引き起こしてしまうケースも少なくはない。M＆Aがうまくいかない大きな要因の 1つが人事・組
織面における統合の失敗である。M＆Aにはメリットだけでなく，回避・軽減すべきリスクも数多く潜ん
でおり，特に人事・組織面は社員 1人ひとりの感情が関わってくるため，多くのリスクがトレードオフの
関係で発生する。従って，M＆Aを成功裏に完了させるためには，リスクを 1つひとつ丁寧に把握・分析し，
対応策を考えていく必要がある。本稿では，M＆Aの実行において発生しうる矛盾や非効率とその解消方
法を解説する。最初にM＆Aと人事に関する全体像を把握し，その後M＆A人事における具体的な取り組み，
最後にM＆Aが社員に対して及ぼす影響を整理していきたい。 （著者）
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